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エイズの原因と感染経路 

後天性免疫不全症候群（以下「エイズ」とす

る。）は、ヒト免疫不全ウイルス（human 
immunodeficiency virus / HIV）という病原体によ

る感染症で、性行為による感染、針刺し事故等に

よる血液感染及び出産、授乳による母子感染があ

ります。その内、ほとんどは性行為による感染と

なっています。予防のためには、不特定多数との

性交渉を控える、コンドームを正しく使用する必

要があります。 

症状と治療 

HIV に感染後、治療せずにいると  
(1) 急性 HIV 感染症  

2〜6 週間後に HIV の体内増殖により、発熱、リ  
ンパ節腫脹等の急性 HIV 感染症を発症します。数  
週間で消失するため、見過ごされることが多くあ

ります。  
(2) 無症候期（HIV 感染者）  

自覚症状のない時期が数年間続きます。自覚症

状がないため、知らないうちに他の人に感染させ

る可能性があります。  
(3) エイズ発症（AIDS 患者）  

次第に免疫が落ち、体重減少や咳、下痢等の症

状が出て、本来なら自分の免疫力で押さえること

のできる様々な病気を発症するようになります。  
一昔前、エイズは不治の病とされてきました

が、現在は、抗 HIV 薬によってウイルスの増殖を

抑え、免疫力を維持させてエイズ発症を防ぐこと

ができるようになりました。また、できるだけ早

期に治療を開始することで治療の高い効果が現れ

るとともに、大切な人に感染させてしまうことを

防ぐことができます。 

沖縄県の発生動向(1987 年～2020 年暫定値) 
本県では、1987 年以降、2020 年までの HIV 感染

者と AIDS 患者を合わせた累積報告数は、432 件と

なっています。年別では 2014 年の 33 件が最も多

く、その後減少傾向がみられたものの、2020 年

は、前年を 4 例上回る、23 件（HIV 感染者数 13

件、AIDS 患者数 10 件*2020 年暫定数)の報告があ

りました。 

 

また、人口 10 万対における報告数で本県は、 

毎年全国の上位に位置し、2019 年は HIV 感染者報

告数は全国 5 位、AIDS 患者報告数は全国 2 位とな

っています。 

 

沖縄県の 2020 年 HIV/AIDS 報告数(暫定値) 

2020 年の報告届出数 23 件の内訳です。 

年齢階級別では、HIV 感染者は、20 歳代から 30

歳代で 11 件(85%)でした。一方、AIDS 患者は年齢

層が上がり 30 歳代から 40 歳代で 9 件(90%)を占め

ています。 

        

 

性別は、すべて男

性で、女性の報告は

ありませんでした。 

 

 

a HIV感染者人口10万対 b AIDS患者人口10万対
1位 東京都 2.406 1位 福岡県 0.568
2位 大阪府 1.203 2位 沖縄県 0.551
3位 愛知県 0.874 3位 東京都 0.510
4位 福岡県 0.862 4位 滋賀県 0.424
5位 沖縄県 0.757 5位 大阪府 0.386

表1 新規HIV感染者･AIDS患者報告数人口10万対上位自治体2019

※厚生労働省エイズ動向委員会：令和元年エイズ発生動向年報より

HIV/AIDS の発生動向について 
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感染経路は、同性間性的接触(両性間性的接触を

含む)が最も多く、17 件(74%)となっており、依然

として高い傾向にあります。 

  

いきなりエイズ 

HIV 感染後の早期診断、早期治療はとても大切で

す。その指標として、HIV 感染判明時にすでにエイ

ズを発症している割合を「いきなりエイズ」と呼

び、沖縄県では、全国平均の約 30%を下回ることを

目標に検査への呼びかけを行っています。その結

果、2011 年から減少傾向となり、2016 年には

22.7%まで減少しましたが、その後増加に転じ、

2020 年は 43.5%と非常に高い割合となっていま

す。引き続き、HIV 感染の早期発見・早期受診の啓

発の強化を図る必要があります。 

 

ＣＤ４値の分布 

CD4 とは、免疫力を保つために必要なリンパ球の

中で免疫の司令塔の役割をもつ細胞です。HIV に感

染すると CD4 値が下がり、200/μl 以下でエイズ発

症の可能性が出てきます。2019 年 1 月から正確な

病態の把握のため、発生届に診断時の CD4 値記載

が追加されました。2019-2020 年の新規報告 42 件

のうち、CD4 値の記載があったものは 28 件(66.7%)

でした。その内、AIDS 患者の記載例 14 件のうち

200/μl 以下は 12 件(85.7%)でした。急性 HIV 感染

症等の有症状者 6 件のうち、200/μl 以下の報告は

なく、無症候性キャリア 8 件では、200/μl 以下は

3 件(37.5%)となっています。 

 

 

 

 

沖縄県の検査体制 

沖縄県では、県内６保健所で匿名・無料で HIV

検査を実施しています。保健所における都道府県

別人口 10 万対の HIV 抗体検査数は、全国で 2 番目

に多くなっています。検査日や予約方法などは、

各保健所へ事前にお問い合わせ下さい。  
※なお、2021 年 1 月時点では、新型コロナウイ

ルス感染症対策のため、県内保健所では HIV 検査

を休止しています。HIV 検査については、医療機

関でも実施しています。受検可能な医療機関につ

いては、県地域保健課のホームページをご確認く

ださい。  
https://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/chii

kihoken/kekkaku/hivaids.html 

 

 

 

HIV 感染予防のために 

抗 HIV 薬治療の進歩により、感染者は慢性疾患

の一つとして、服薬を継続しながら社会参加が可

能となりました。しかし、新規感染者数は、県内

において、高止まりの状態が続いています。 

当所では、引き続き感染動向の把握を行い、保

健所と協力して、県民の皆さんへ予防啓発、早期

診断･治療に向けた取り組みをおこないます。 

 

【企画管理班】  


